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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第１号 教育部 文化課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長)三澤 新弥  (担当)奈良澤 一恵  

  

件名 安曇野市図書館管理規則の一部改正について 

決定を要する事項 規則改正の可否 

要旨 
12 月 2 日に廃止される健康保険証に係る運用について適正に対応する

ため、標記規則の一部を改正するもの。 

説明 

１ 趣旨 

図書館における利用申請時の本人確認書類として、健康保険証が明

記されているところ、健康保険証の廃止に伴い、当該規定を削るもの。 

 

２ 改正内容 

安曇野市図書館管理規則第３条第３項及び第４項、第８条第２項、並

びに様式第２号及び第４号 

 

３ 施行日 

 令和６年 12 月２日 

 

４ 参考 

 

○行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等

の一部を改正する法律（令和５年法律第 48 号） 

・令和６年 12 月２日施行 

・内容(抄) 

健康保険証を廃止するとともに、被保険者の資格確認において、被保 険者等

が電子資格確認を受けることができない状況にあるときは、当該被保険者は、保

険者に対し、被保険者等の資格に係る情報を記載した書面（いわゆる「資格確認

書」）の交付・電磁的方法による提供を求めることができることとし、当該書面の

提示により資格確認を受けることができることとする。 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
図

書
館

管
理

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

に
つ

い
て

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
個
人
貸
出
し
）
 

（
個
人
貸
出
し
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
様
式
第
２

号
）
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
様
式
第
２

号
）
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
カ
ー
ド
を
交
付
さ
れ
た
者
（
以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

実
費
相
当
の
代
金
を
支
払
い
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
様
式
第
２
号
）
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し
て
、
カ
ー
ド
の
再

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
者
は
、
紛
失
し
た
カ
ー

ド
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
カ
ー
ド
を
館
長
に
返
納
す
る
も
の
と
す
る
。
 

４
 
カ
ー
ド
を
交
付
さ
れ
た
者
（
以
下
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

実
費
相
当
の
代
金
を
支
払
い
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
様
式
第
２
号
）
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し

て
、
カ
ー
ド
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
者

は
、
紛
失
し
た
カ
ー
ド
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
カ
ー
ド
を
館
長
に
返
納
す
る
も
の

と
す
る
。
 

５
～
８
 
（
略
）
 

 

５
～
８
 
（
略
）
 

 

（
団
体
貸
出
し
）
 

（
団
体
貸
出
し
）
 

第
８
条
 
（
略
）
 

第
８
条
 
（
略
）
 

２
 
団
体
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
代
表
者
を
定
め
、
団
体
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書

（
様
式
第
４
号
）
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
を
提
示
し
、
館
長
か
ら
団
体
利
用
者
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
団
体
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
代
表
者
を
定
め
、
団
体
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書

（
様
式
第
４
号
）
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
そ
の
他
本
人
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し
、
館
長
か
ら
団
体
利
用
者
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
・
４
 
（
略
）
 

 

３
・
４
 
（
略
）
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様
式
第

２
号
（

第
３
条

関
係
）
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
改
 

正
 
後

 

 

図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
新
規
・
再
発
行

・
変
更

・
更

新
）
 

  
 
 
 
（
宛
先
）
安
曇
野
市
 
 
 
 
 
図
書
館
長
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

登
録

日
  

 
年
  

月
 

 日
 

ふ
り

が
な
 
 

氏
名

（
性

別
）
 

（
男
・
女

）
 

電
話

番
号
 
自
 
 
宅
 
 
 
 
 
 
 

携
帯
電
話
 
 
 
 
 
 
 

生
年

月
日
 

 
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 

 
 
 
日
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

住
所
 
 

保
護

者
氏

名
 
ふ
り
が
な
 

 
氏
 
 
名
 

 
 
 

＊
太

枠
の

項
目

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
連

絡
先

 
 

＊
安

曇
野

市
に

在
住

で
な

い
方

の
み

記
入

し
て

下
さ

い
。

 

連
絡

先
区

分
 
 
勤
務
先
・
通
学
先
・
帰
省
先
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
）
 

連
絡

先
名
 

 

連
絡
先
電
話
番
号
 
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

連
絡

先
住

所
 

 

図
書
館
記
入
欄
 

身
分

証
確

認
 
免
許
証
 ・

 個
人
番
号
カ
ー
ド
 
・
 学

生
証
 ・

 そ
の

他
（

 
 
 
 
 

 
 

）
 

有
効

期
限
 

年
 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

ま
で
有
効
 

変
更

内
容
 

住
 
所
・
氏
 
名
・
電
話
番
号
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

受
付

図
書

館
 

□
中
央
 
 
□
豊
科
 
 
□
三
郷
 
 

□
堀
金
 
 
□

明
科

 

備
考
 

 

    

様
式
第

２
号
（

第
３
条

関
係
）
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
改
 

正
 
前

 

 

図
書
館
利
用
者

カ
ー

ド
発
行
申
込

書
（
新
規
・
再

発
行

・
変
更

・
更

新
）
 

  
 

 
 
（
宛
先
）
安
曇

野
市
 
 
 

 
 

図
書
館
長
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

登
録

日
  

 
年
  

月
 

 日
 

ふ
り

が
な
 
 

氏
名

（
性

別
）
 

（
男
・
女

）
 

電
話

番
号
 
自
 

 
宅
 
 
 
 

 
 
 

携
帯

電
話
 
 
 
 

 
 
 

生
年

月
日
 

 
 
 
 

 
年

 
 
 
 
月
 

 
 
 
日
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

住
所
 
 

保
護

者
氏

名
 
ふ
り

が
な
 

 
氏

 
 
名
 

 
 

 
＊

太
枠

の
項

目
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
連

絡
先

 
 

＊
安

曇
野

市
に

在
住

で
な

い
方

の
み

記
入

し
て

下
さ

い
。

 

連
絡

先
区

分
 
 
勤
務
先
・
通

学
先

・
帰
省
先
・
そ

の
他

（
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
）
 

連
絡

先
名
 

 

連
絡
先
電
話
番
号
 
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

連
絡

先
住

所
 

 

図
書
館
記

入
欄
 

身
分

証
確

認
 

免
許

証
 
・

 保
険
証
 ・

 
学
生

証
 ・

 
そ
の

他
（
 
 
 
 

 
 
 
）
 

有
効

期
限
 

年
 
 
 

 
 

月
 
 
 
 
日

ま
で
有
効
 

変
更

内
容
 

住
 

所
・

氏
 
名
・
電
話

番
号

・
そ
の

他
（

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

受
付

図
書

館
 

□
中

央
 
 
□
豊
科

 
 

□
三
郷

 
 

□
堀
金
 
 
□

明
科

 

備
考
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様
式

第
４

号
（

第
８

条
関

係
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改
 

正
 

後
 

 

団
体
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
申
込
書
（
新
規
・
再
発
行
・

変
更

・
更
新

）
 

 
 

年
 
 
月
 
 

日
 

 
 
 
（
宛
先
）
安
曇
野
市
 
 
 
 
 
図
書
館
長
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

登
録

日
 
 
 
年

 
 
月

 
 

日
 

ふ
り

が
な
 
 

団
体

名
 

 

団
体

人
数
 

人
 

電
話
番
号
 

自
 
 
宅
 

携
帯
電
話
 

ふ
り

が
な
 
 

代
表

者
名
 
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

住
所
 

 

 
＊
太
枠
の
項
目
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
連
絡
先
 
 
※
連
絡
先
の
必
要
な
方
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   連
絡

担
当

者
 
 

連
絡

先
区

分
 
勤
務
先
 ・

 通
学
先
 
・
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
  
 
  

 
 
 

 
 
）
 

連
絡
先
電
話
番
号
 
 

郵
便

番
号
 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 

連
絡

先
住

所
 

 

備
考
 

 

図
書
館
記
入
欄
 

身
分

証
確

認
 

免
許
証
 ・

 個
人
番
号
カ
ー
ド
 
・
 学

生
証
 ・

 
そ
の
他
（

 
 
 
 
 

 
 

）
 

変
更

内
容
 

代
表
者
名
・
電
話
番
号
・
住
所
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
）
 

有
効

期
限
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
ま
で
有
効
 

受
付

図
書

館
 

□
中
央
 
 
 
□
豊
科
 
 
 
□
三
郷
 
 
 
□
堀
金

 
 

 
□
明

科
 

様
式

第
４

号
（

第
８

条
関

係
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
改
 

正
 

前
 

 

団
体

利
用
者
カ
ー
ド

発
行

申
込
書

（
新

規
・
再
発
行
・

変
更

・
更
新

）
 

 
 

年
 
 
月
 
 

日
 

 
 

 
（
宛
先
）
安
曇
野

市
 
 
 
 

 
図

書
館
長
 

利
用

者
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

登
録

日
 
 
 
年

 
 
月

 
 

日
 

ふ
り

が
な
 
 

団
体

名
 

 

団
体

人
数
 

人
 

電
話
番
号
 

自
 
 
宅
 

携
帯
電
話
 

ふ
り

が
な
 
 

代
表

者
名
 
 

郵
便

番
号
 

 
 

 
―
 

 
 

 
 

 

住
所
 

 

 
＊

太
枠
の
項
目
を
記
入

し
て
く
だ
さ

い
。
 

 
連

絡
先
 
 
※
連
絡
先

の
必
要
な
方

の
み

記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
 

  連
絡

担
当

者
 
 

連
絡

先
区

分
 
勤
務

先
 ・

 通
学
先
 
・
 
そ
の
他
（
 

 
 

 
  
 
  

 
 
 

 
 
）
 

連
絡

先
電
話
番
号
 
 

郵
便

番
号
 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 

連
絡

先
住

所
 

 

備
考
 

 

図
書

館
記
入
欄
 

身
分

証
確

認
 

免
許
証
 
・
 保

険
証

 ・
 
学
生
証

 ・
 
そ
の
他
（
 
 

 
 

 
 
 

）
 

変
更

内
容
 

代
表

者
名
・
電
話
番

号
・

住
所
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 

 
）
 

有
効

期
限
 

年
 
 
 

月
 

 
 
日
ま
で
有
効
 

受
付

図
書

館
 

□
中
央
 
 
 

□
豊

科
 
 
 
□

三
郷
 
 
 
□
堀
金

 
 

 
□
明

科
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第２号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長) 山越 寿彦 (担当)赤羽 賢一  

  

件名 安曇野市子ども・子育て会議委員の委嘱等について 

決定を要する事項の

内容 
委員の選任に係る協議 

要旨 

安曇野市子ども・子育て会議委員について、現委員が令和６年 10 月

14 日をもって任期満了となるため、新たな委員を委嘱（市職員等に

あっては「任命」）することについて協議するもの。 

説明 

１ 委員  

 別紙のとおり、15 人 

 

２ 任期 

委嘱等の日から２年 

 

３ 根拠法令  

〇安曇野市子ども・子育て会議条例（平成 26 年安曇野市条例第８号） 

（組織） 

第４条 子ども・子育て会議は、委員 15 人以内をもって組織し、次に掲

げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(１) 学識経験のある者 

(２) 子どもの保護者 

(３) 子ども・子育て支援に関する事業に従事する者 

(４) 事業主及び労働者を代表する者 

(５) 教育・保育施設及び地域型保育事業を行う者を代表する者 

(６) 認可外保育施設を代表する者 

(７) 公募による者 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とし、再任は妨げないものとする。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 
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安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個人
が識別され、又は識別され得るものに該当するものであるため、 
非公開とします。



 

【教育委員会定例会提出資料】 

議案第３号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年 10 月 24 日提出 課長) 山越 寿彦  (担当係長) 古畑 瑞恵  

  

件名 
安曇野市放課後子ども総合プラン運営委員会設置要綱の一部改正に

ついて 

決定を要する事項 告示改正の可否 

要旨 委員の任期に関し、特例を設けるもの。 

説明 

１ 趣旨 

この会議の委員は教育関係者が多く、４月に人事異動が行われる

ことから、改選時期が４月になるよう制度運用してきた。しかし、

この会議は一時的に休止していた期間があり、前回の委嘱等が令和

４年の 10 月であったため、改選時期が 10 月となった。この運用の

場合、10 月に改選された委員が次の３月で異動し、再び補欠委員の

選任を行う必要が生じることが見込まれる。以上から、改選時期を

４月とするための改正を行うもの。 

 

２ 改正内容 

(１) 委員の任期を「２年」から「２年以内」と改めるもの（４条）。 

(２) 今回委嘱等を行う委員の任期を、本来令和８年９月までであ

るところ、令和８年３月31日までとする特例を設けるもの（附則）。 

 

 

３ 施行日 

 定例会承認の日 

 

 

（以 上） 
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〇
安

曇
野

市
放

課
後

子
ど

も
総

合
プ

ラ
ン

運
営

委
員

会
設

置
要

綱
（

平
成

2
7
年

安
曇

野
市

教
育

委
員

会
告

示
第

８
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
任
期
）
 

第
４
条
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。
 

附
 
則
 

（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
告
示
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
委
員
の
任
期
の
特
例
）
 

２
 
第
４
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
委
員
で
あ
る
者
及
び
同
日
以
後
初
め
て

委
嘱
又
は
任
命
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、
委
嘱
又
は
任
命
の
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
と
す

る
。
 

３
 
第
４
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
６
年
10
月
１
日
以
後
に
初
め
て
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ
た
委

員
の
任
期
は
、
委
嘱
又
は
任
命
の
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。
 

 

 
（
任
期
）
 

第
４
条
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と

す
る
。
 

附
 
則
 

（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
告
示
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
委
員
の
任
期
の
特
例
）
 

２
 
第
４
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
委
員
で
あ
る
者
及
び
同
日
以
後
初
め
て

委
嘱
又
は
任
命
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、
委
嘱
又
は
任
命
の
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
と
す

る
。
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議案第４号 教育部 各課 

令和６年 10 月 24 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

学校教育課   

生涯学習課   

文化課 １件  

子ども家庭支援課  １件 

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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申請書類は、安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条第１項第２号に
規定する個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、又は識別され得るものに該当す
るものであるため、非公開とします。



文
化
課
 

 

 

  

 
 

種
別

(共
催

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

（
公

財
）
安

曇
野

文
化

財
団

　
理

事
長

　
井

口
彰

市
民

の
芸

術
文

化
振

興
に

大
き

く
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

全
国

に
安

曇
野

市
を

広
く

知
ら

し
め

る
た

め
。

9
月

1
3
日

令
和

7
年

8
月

3
0

日
（
土

）
～

1
0

月
５
日

（
日

）
豊

科
近

代
美

術
館

あ
づ

み
野

ガ
ラ

ス
工

房
4

0
周

年
を

記
念

し
、
多

摩
美

術
大

学
教

授
お

よ
び

歴
代

の
ガ

ラ
ス

工
房

在
籍

作
家

と
そ

の
作

品
を

紹
介

す
る

展
覧

会
を

開
催

す
る

。
多

摩
美

術
大

学
工

芸
学

科
・
ガ

ラ
ス

研
究

室
の

協
力

を
得

る
こ

と
で

、
ガ

ラ
ス

作
品

を
展

示
し

、
ガ

ラ
ス

作
家

を
広

く
市

民
に

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
安

曇
野

市
内

に
お

け
る

ガ
ラ

ス
工

芸
分

野
の

振
興

に
寄

与
す

る
。

多
摩

美
術

大
学

教
授

お
よ

び
歴

代
の

ガ
ラ

ス
工

房
在

籍
作

家
と

そ
の

作
品

を
紹

介
す

る
展

覧
会

。
入

場
料

：
一

般
5
2

0
（
4

1
0
）
円

大
学

高
校

生
3

1
0
(2

0
0

)円
※

（
）
は

2
0

名
以

上
の

団
体

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
あ

づ
み

野
ガ

ラ
ス

工
房

4
0

周
年

記
念

展
主

催
：
（
公

財
）
安

曇
野

文
化

財
団
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子
ど
も
家
庭
支
援
課
 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

整
体

 S
im

p
le

. 
木

村
慎

吾

こ
ど

も
の

成
長

を
最

大
限

サ
ポ

ー
ト

す
る

方
法

に
つ

い
て

の
講

演
で

あ
る

た
め

1
0

月
8
日

令
和

６
年

1
1
月

1
6
日

(土
)

松
本

市
勤

労
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

3
0

3
会

議
室

日
本

は
世

界
一

の
不

妊
大

国
で

あ
り

、
そ

れ
を

変
え

て
い

く
た

め
に

は
赤

ち
ゃ

ん
か

ら
の

栄
養

・
睡

眠
・
運

動
と

い
っ

た
生

活
習

慣
を

整
え

て
い

く
こ

と
が

健
康

に
繋

が
り

、
妊

活
に

も
影

響
を

与
え

る
。
そ

れ
を

長
野

か
ら

変
え

て
い

き
た

い
。

０
歳

か
ら

の
妊

活
(栄

養
、
運

動
、
睡

眠
)、

夫
婦

間
や

子
供

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
話

、
子

供
の

成
長

や
発

達
を

最
大

限
サ

ポ
ー

ト
す

る
考

え
方

の
話

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

■
０

歳
か

ら
の

妊
活

「
地

域
で

一
緒

に
創

る
こ

ど
も

た
ち

の
未

来
」

主
催

：
整

体
 S

im
p
le

.
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教育部 学校教育課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長) 上條 貴芳 (担当係長)高橋 満 

  

件名 
令和６年度安曇野市ＰＴＡ連合会と安曇野市教育委員会との懇談会

の経過報告について 

報告 標記懇談会を行ったので、内容を報告するもの。 

説明 

 

１ 日時等 

令和６年 10 月１日（火）午後６時から 

安曇野市役所４階 大会議室 

 

２ 内容 

・ＰＴＡ連合会から提出された「質問および要望事項」に対し、教

育長より回答書を手交。その後、出席者からの質問・要望に対し

て意見交換を行ったもの。 

・内容は、「令和６年度安曇野市教育委員会への質問および要望事項

について（回答）」、及び議事録のとおり。 

 

 

（以 上） 

-21-

安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第５号に規定する自治体の実施機関等の内部における審
議、検討又は協議に関する情報で、公にすることにより、率直
な意見の交換又は意思決定の中立性が損なわれるおそれのある 　
案件に該当するため非公開とします。



 

【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部 学校教育課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長) 上條 貴芳 (担当係長)山浦 功和  

  

件名 小規模特認校制度による令和７年度就学予定者について 

要旨 
小規模特認校制度による令和７年度就学予定者について、10 月 11 日

に募集を締め切ったため、状況を報告するもの。 

説明 

１ 令和６年度募集日程 

５月 第１回明北オープン DAY（学校見学会）を開催し、30 名参 

加  

６月 令和７年４月転入学児童の募集開始 

９月 第２回明北オープン DAY（学校見学会）を開催し、17 名参

加  

10 月 小規模特認校募集締め切り 

 

２ 就学予定者数 

小規模特認校制度による令和７年４月就学予定者数 

新１年生      ４名 

新２から６年生   ２名 

合計        ６名 

 

（申請者数の詳細） 

 見学申込書

交付者数 
学校見学者数 体験入学者数 特認校申請者数 

新 １ 年 生 ７名 ７名 － ４名 

新２から６年生 ６名 ５名 ５名 ２名 

合 計 13 名 12 名 － ６名 

 

（参考） 

明北小学校の児童数（令和６年５月１日現在） 

 
明北小を指定校 

とする児童数 

特認校制度に

よる児童数 
合計 

新 １ 年 生 ６名 ４名 10 名 

新２から６年生 72 名 ２名 74 名 

合 計 78 名 ６名 84 名 

 ※ 令和６年５月１日の児童数は、80 名 

（以 上） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部子ども家庭支援課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当係長) 古畑 瑞恵   

  

タイトル 社会教育事業補助金交付要綱の一部改正について 

要旨 
青少年の健全育成事業について、今まで課内で定めていた対象経

費及び補助金額の算定に係る運用基準を例規内に明記するもの。 

説明 

 

１ 趣旨 

青少年の健全育成事業について、要綱では補助率等は３分の２

としか定めがないところ、実際には芸術・文化活動を通じた青少

年の健全育成事業に対しては、1,500 円×在籍人数（４月 1 日現

在、団体に加入している安曇野市に住所を有する 18 歳未満の構成

人数）を補助することとする運用内規を制定していた。これを例

規上明らかにする改正を行うもの。 

要綱を現行の運用に合わせ、補助金の重複交付を避けるため、

芸術文化協会の運営についても対象の制限を追記するもの。 

 

２ 施行日 

 令和６年９月９日 

 

３ 一部改正の内容 

 別添のとおり 
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○
安

曇
野

市
社

会
教

育
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

（
平

成
1
8
年

安
曇

野
市

告
示

第
1
6
9
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
補
助
事
業
の
区
分
等
）
 

（
補
助
事
業
の
区
分
等
）
 

第
２
条
 
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
事
業
（
以
下
「
補
助
事
業
」
と
い
う
。
）
の
区
分
、
経
費
及

び
補
助
率
等
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
交
付
対
象
経
費
は
次
に
掲
げ
る
経
費

を
控
除
し
た
も
の
と
す
る
。
 

第
２
条
 
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
事
業
（
以
下
「
補
助
事
業
」
と
い
う
。
）
の
区
分
、
経
費
及

び
補
助
率
等
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
交
付
対
象
経
費
は
次
に
掲
げ
る
経
費

を
控
除
し
た
も
の
と
す
る
。
 

(１
)～

(５
) 

略
 

(１
)～

(５
) 

略
 

 
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

（
略
）
 

３
 
青
少
年
の
健
全
育
成

事
業
 

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
事
業

（
子
ど
も
会
育
成
活
動
補
助
金
交

付
要
綱
（
平
成
18
年
安
曇
野
市
告

示
第
92
号
）
に
基
づ
き
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
団
体
又
は
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
へ
加
入
し
て
い
る
団
体
が

行
う
事
業
は
除
く
。
）
の
経
費
 

３
分
の
２
。
た
だ
し
、
安
曇
野
市

子
ど
も
学
芸
ク
ラ
ブ
登
録
団
体
及

び
そ
れ
に
準
ず
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

年
度
の
４
月
１
日
時
点
の
会
員
数

の
う
ち
安
曇
野
市
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
未
満
の
人
数
（
以
下
「
対

象
人
数
」
と
い
う
。
）
に
1,
50
0

円
を
乗
じ
た
額
。
 

４
 
芸
術
文
化
協
会
の
運

営
 

豊
科
地
域
芸
術
文
化
協
会
、
穂

高
文
化
協
会
、
三
郷
芸
術
文
化
協

会
、
堀
金
芸
術
文
化
協
会
及
び
明

科
地
域
芸
術
文
化
協
会
の
運
営
に

係
る
経
費
 

毎
年
５
月
１
日
時
点
の
会
員
数

（
３
 
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業

の
補
助
を
受
け
る
団
体
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
対
象
人
数
を
除
く
。
）

に
50
0円

を
乗
じ
て
得
た
額
に
10

万
円
を
加
え
た
額
 

（
略
）
 

 

（
略
）
 

３
 
青
少
年
の
健
全
育
成

事
業
 

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
事
業

（
子
ど
も
会
育
成
活
動
補
助
金
交

付
要
綱
（
平
成
18
年
安
曇
野
市
告

示
第
92
号
）
に
基
づ
き
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
団
体
が
行
う
事
業
は

除
く
。
）
の
経
費
 

   

３
分
の
２
 

４
 
芸
術
文
化
協
会
の
運

営
 

豊
科
地
域
芸
術
文
化
協
会
、
穂

高
文
化
協
会
、
三
郷
芸
術
文
化
協

会
、
堀
金
芸
術
文
化
協
会
及
び
明

科
地
域
芸
術
文
化
協
会
の
運
営
に

係
る
経
費
 

 

毎
年
５
月
１
日
時
点
の
会
員
数
に

50
0円

を
乗
じ
て
得
た
額
に
10
万

円
を
加
え
た
額
 

（
略
）
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第４号 教育部子ども家庭支援課 

令和６年 10 月 24 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当係長) 古畑 瑞恵   

  

タイトル 
安曇野市放課後子ども総合プラン運営委員会委員の委嘱等につい

て 

要旨 
安曇野市放課後子ども総合プラン運営委員に委嘱（市職員等にあ

っては任命）することについて報告するもの。 

説明 

１ 委員 

 別紙のとおり 17 人 

 

２ 任期 

委嘱書等の交付の日から令和８年３月 31 日まで 

 

３ 参考 

〇安曇野市放課後子ども総合プラン運営委員会設置要綱 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 25 人以内で組織し、次に掲げる者のう

ちから教育委員会が委嘱又は任命する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 教育関係者 

(３) 福祉関係者 

(４) 行政関係者 

(５) その他教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、補欠委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

附 則 

２ 第４条の規定にかかわらず、令和６年 10 月１日以後に初め

て委嘱又は任命された委員の任期は、委嘱又は任命の日から

令和８年３月 31 日までとする。 
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安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条
第１項第２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個
人が識別され、又は識別され得るものに該当するものであるた
め、 非公開とします。



 

【教育委員会定例会提出資料】 

報告第５号 教育部 こども園幼稚園課 

令和 6 年 10 月 24 日提出 (課長)佐々木 真貴  (担当係長) 青嶋 梢 

  

件名 
安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について 

要旨 条例の一部改正を報告するもの 

説明 

１ 趣旨 

 「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準（平成 26 年厚生労

働省令第 61 号）」の一部が改正（令和６年４月１日施行）されたことに伴う

改正。家庭的保育事業所等における職員の配置基準について、「満３歳

以上満４歳に満たない児童おおむね 20 人につき１人を 15 人につき１

人」、「満４歳以上の児童おおむね 30 人につき１人を 25 人につき１人」に

改めるもの。 

 

２ 施行日 

 令和 7 年 4 月 1 日 

 

３ 一部改正の内容 

 別添のとおり 

 

 

（以 上） 
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○
安

曇
野

市
家

庭
的

保
育

事
業

等
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

を
定

め
る

条
例

（
平

成
2
6
年

安
曇

野
市

条
例

第
3
6
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
一
般
原
則
）
 

（
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
一
般
原
則
）
 

第
５
条
 
（
略
）
 

第
５
条
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

５
 
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
場
所
を
除
く
。
次
項
、
次
条
第
１
項
第

２
号
、
第
14
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
15
条
第
１
項
並
び
に
第
16
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、

法
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

５
 
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
場
所
を
除
く
。
次
項
、
次
条
第
２
号
、

第
14
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
15
条
第
１
項
並
び
に
第
16
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
法
に
定

め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

６
 
（
略
）
 

６
 
（
略
）
 

 

（
保
育
所
等
と
の
連
携
）
 

（
保
育
所
等
と
の
連
携
）
 

第
６
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
１
項
、
第
７
条
の
３
第
２
項
、
第
14
条
第
１

項
及
び
第
２
項
、
第
15
条
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
５
項
、
第
16
条
並
び
に
第
17
条
第
１
項
か
ら
第

３
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
乳
幼
児
に
対
す
る
保
育
が
適
正
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
及

び
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
保
育
の
提
供
の
終
了
後
も
満
３
歳
以
上
の
児
童
に
対
し
て
必
要
な

教
育
（
教
育
基
本
法
（
平
成
18
年
法
律
第
12
0号

）
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
法
律
に
定
め
る
学

校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う
。
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
保
育
が
継
続
的
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携
協
力
を
行
う
保
育
所
、
幼
稚
園
又
は
認
定
こ
ど
も
園

（
以
下
「
連
携
施
設
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
理
的
条

件
に
よ
り
連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る
地
域
に
お
い
て
家
庭

的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
第
16
条
第
２
項
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

行
う
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
６
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
者
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
１
項
、
第
７
条
の
３
第
２
項
、
第
14
条
第
１

項
及
び
第
２
項
、
第
15
条
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
５
項
、
第
16
条
並
び
に
第
17
条
第
１
項
か
ら
第

３
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
乳
幼
児
に
対
す
る
保
育
が
適
正
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
及

び
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
保
育
の
提
供
の
終
了
後
も
満
３
歳
以
上
の
児
童
に
対
し
て
必
要
な

教
育
（
教
育
基
本
法
（
平
成
18
年
法
律
第
12
0号

）
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
法
律
に
定
め
る
学

校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う
。
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
保
育
が
継
続
的
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携
協
力
を
行
う
保
育
所
、
幼
稚
園
又
は
認
定
こ
ど
も
園

（
以
下
「
連
携
施
設
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
理
的
条

件
に
よ
り
連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る
地
域
に
お
い
て
家
庭

的
保
育
事
業
等
（
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
除
く
。
第
16
条
第
２
項
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

行
う
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

必
要
に
応
じ
、
代
替
保
育
（
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
職
員
の
病
気
、
休
暇
等
に
よ
り
保
育

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
代
わ
っ
て
提
供
す
る
保

育
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

必
要
に
応
じ
、
代
替
保
育
（
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
職
員
の
病
気
、
休
暇
等
に
よ
り
保
育

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
代
わ
っ
て
提
供
す
る
保

育
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

 

(３
) 

（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

（
職
員
）
 

（
職
員
）
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改
正
後
 

改
正
前
 

第
23
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
場
所
に
は
、
次
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
者
、
嘱
託
医
及
び
調

理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
調

理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
23
条
 
家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
場
所
に
は
、
次
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
者
、
嘱
託
医
及
び
調

理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
調
理
員
を

置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

２
 
家
庭
的
保
育
者
は
、
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の

他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
保
育
士
又
は
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す

る
。
 

２
 
家
庭
的
保
育
者
は
、
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の

他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
保
育
士
又
は
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

法
第
18
条
の
５
各
号
及
び
法
第
34
条
の
20
第
１
項
第
３
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
 

(２
) 

法
第
18
条
の
５
各
号
及
び
法
第
34
条
の
20
第
１
項
第
４
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
 

３
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
 

 

（
設
備
の
基
準
）
 

（
設
備
の
基
準
）
 

第
28
条
 
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
」
と
い
う
。
）

の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
28
条
 
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
」
と
い
う
。
）

の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

乳
児
又
は
満
２
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
利
用
さ
せ
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
乳
児

室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
調
理
設
備
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。
 

(１
) 

乳
児
又
は
満
２
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
利
用
さ
せ
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
乳
児

室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
調
理
設
備
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。
 

(２
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(２
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(３
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(３
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(４
) 

満
２
歳
以
上
の
幼
児
を
利
用
さ
せ
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
保
育
室
又
は
遊
戯

室
、
屋
外
遊
戯
場
（
当
該
事
業
所
の
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。
次

号
並
び
に
第
33
条
第
４
号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
調
理
設
備
及
び
便
所
を
設
け
る
こ

と
。
 

(４
) 

満
２
歳
以
上
の
幼
児
を
利
用
さ
せ
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
保
育
室
又
は
遊
戯

室
、
屋
外
遊
戯
場
（
当
該
事
業
所
の
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。
次

号
並
び
に
第
33
条
第
４
号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
調
理
設
備
及
び
便
所
を
設
け
る
こ

と
。
 

(５
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
98
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋

外
遊
戯
場
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(５
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
98
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋

外
遊
戯
場
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(６
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(６
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(７
) 

乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
保
育
室
又
は
遊
戯
室
（
以
下
「
保
育
室
等
」
と
い
う
。
）
を
２
階
に

設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
、
イ
及
び
カ
の
要
件
に
、
保
育
室
等
を
３
階
以
上
に
設
け
る
建
物
は
、

次
の
ア
か
ら
ク
ま
で
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

(７
) 

乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
保
育
室
又
は
遊
戯
室
（
以
下
「
保
育
室
等
」
と
い
う
。
）
を
２
階
に

設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
、
イ
及
び
カ
の
要
件
に
、
保
育
室
等
を
３
階
以
上
に
設
け
る
建
物
は
、

次
の
ア
か
ら
ク
ま
で
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

ア
 
建
築
基
準
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
20
1号

）
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物

又
は
同
条
第
９
号
の
３
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
 

ア
 
建
築
基
準
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
20
1号

）
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物

又
は
同
条
第
９
号
の
３
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

イ
 
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
階
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
施
設
又
は
設
備
が
１
以
上
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

イ
 
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
階
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
施
設
又
は
設
備
が
１
以
上
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

ウ
 
イ
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
が
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
保
育
室
等
の
各

部
分
か
ら
そ
の
１
に
至
る
歩
行
距
離
が
30
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
 

ウ
 
イ
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
が
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
保
育
室
等
の
各

部
分
か
ら
そ
の
１
に
至
る
歩
行
距
離
が
30
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
 

エ
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
調
理
設
備
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
以
下
こ
の
エ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
と
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
調
理

設
備
の
部
分
が
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
建

築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
25
年
政
令
第
33
8号

）
第
11
2条

第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
防
火
設
備

で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道

が
、
当
該
床
若
し
く
は
壁
を
貫
通
す
る
部
分
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
部
分
に
防
火
上
有
効
に
ダ

ン
パ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

エ
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
調
理
設
備
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
以
下
こ
の
エ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
と
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
調
理

設
備
の
部
分
が
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
建

築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
25
年
政
令
第
33
8号

）
第
11
2条

第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
防
火
設
備

で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道

が
、
当
該
床
若
し
く
は
壁
を
貫
通
す
る
部
分
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
部
分
に
防
火
上
有
効
に
ダ

ン
パ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(ア
) 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

(ア
) 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

(イ
) 

調
理
用
器
具
の
種
類
に
応
じ
て
有
効
な
自
動
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
調

理
設
備
の
外
部
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(イ
) 

調
理
用
器
具
の
種
類
に
応
じ
て
有
効
な
自
動
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
調

理
設
備
の
外
部
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

オ
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で

し
て
い
る
こ
と
。
 

オ
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で

し
て
い
る
こ
と
。
 

カ
 
保
育
室
等
そ
の
他
乳
幼
児
が
出
入
し
、
又
は
通
行
す
る
場
所
に
、
乳
幼
児
の
転
落
事
故
を
防

止
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

カ
 
保
育
室
等
そ
の
他
乳
幼
児
が
出
入
し
、
又
は
通
行
す
る
場
所
に
、
乳
幼
児
の
転
落
事
故
を
防

止
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

キ
 
非
常
警
報
器
具
又
は
非
常
警
報
設
備
及
び
消
防
機
関
へ
火
災
を
通
報
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

キ
 
非
常
警
報
器
具
又
は
非
常
警
報
設
備
及
び
消
防
機
関
へ
火
災
を
通
報
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

ク
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
カ
ー
テ
ン
、
敷
物
、
建
具
等
で
可
燃
性
の
も
の
に
つ
い
て
防
炎

処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 

ク
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の
カ
ー
テ
ン
、
敷
物
、
建
具
等
で
可
燃
性
の
も
の
に
つ
い
て
防
炎

処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
職
員
）
 

（
職
員
）
 

第
29
条
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
保
育
士
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置

か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
29
条
 
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
は
、
保
育
士
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置

か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
保
育
士
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
に
１
を

２
 
保
育
士
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
に
１
を
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改
正
後
 

改
正
前
 

加
え
た
数
以
上
と
す
る
。
 

加
え
た
数
以
上
と
す
る
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
15
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

10
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
20
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

10
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
25
人
に
つ
き
１
人
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人
 

３
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
 

 

（
職
員
）
 

（
職
員
）
 

第
31
条
 
小
規
模
保
育
事
業
Ｂ
型
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
」
と
い
う
。
）

に
は
、
保
育
士
そ
の
他
保
育
に
従
事
す
る
職
員
と
し
て
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が

指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
保
育
従
事
者
」
と
い
う
。
）
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い

こ
と
が
で
き
る
。
 

第
31
条
 
小
規
模
保
育
事
業
Ｂ
型
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
」
と
い
う
。
）

に
は
、
保
育
士
そ
の
他
保
育
に
従
事
す
る
職
員
と
し
て
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が

指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
保
育
従
事
者
」
と
い
う
。
）
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い

こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
保
育
従
事
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳
幼
児
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の

合
計
数
に
１
を
加
え
た
数
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
保
育
士
と
す
る
。
 

２
 
保
育
従
事
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳
幼
児
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の

合
計
数
に
１
を
加
え
た
数
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
保
育
士
と
す
る
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
15
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

10
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
20
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

10
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
25
人
に
つ
き
１
人
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人
 

３
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
 

 

（
設
備
の
基
準
）
 

（
設
備
の
基
準
）
 

第
43
条
 
事
業
所
内
保
育
事
業
（
利
用
定
員
が
20
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
、
第
45
条
及

び
第
46
条
に
お
い
て
「
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
保

育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
43
条
 
事
業
所
内
保
育
事
業
（
利
用
定
員
が
20
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
、
第
45
条
及

び
第
46
条
に
お
い
て
「
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
保

育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

乳
児
又
は
満
２
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

は
、
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
医
務
室
、
調
理
室
（
当
該
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
を
設

置
及
び
管
理
す
る
事
業
主
が
事
業
場
に
附
属
し
て
設
置
す
る
炊
事
場
を
含
む
。
第
５
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。
 

(１
) 

乳
児
又
は
満
２
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

は
、
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
医
務
室
、
調
理
室
（
当
該
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
を
設

置
及
び
管
理
す
る
事
業
主
が
事
業
場
に
附
属
し
て
設
置
す
る
炊
事
場
を
含
む
。
第
５
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。
 

(２
) 

乳
児
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
65
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

(２
) 

乳
児
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
65
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
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こ
と
。
 

こ
と
。
 

(３
) 

ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
第
１
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
。
 

(３
) 

ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
第
１
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
。
 

(４
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(４
) 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(５
) 

満
２
歳
以
上
の
幼
児
（
法
第
６
条
の
３
第
12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
児
童
で
あ
っ
て
満
３
歳
以
上
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
児
童
を

含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

は
、
保
育
室
又
は
遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
（
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
付
近
に
あ
る
屋

外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け

る
こ
と
。
 

(５
) 

満
２
歳
以
上
の
幼
児
（
法
第
６
条
の
３
第
12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
児
童
で
あ
っ
て
満
３
歳
以
上
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
児
童
を

含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

は
、
保
育
室
又
は
遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
（
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
付
近
に
あ
る
屋

外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け

る
こ
と
。
 

(６
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
98
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋

外
遊
戯
場
の
面
積
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(６
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
1.
98
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋

外
遊
戯
場
の
面
積
は
前
号
の
幼
児
１
人
に
つ
き
3.
3平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(７
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(７
) 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。
 

(８
) 

保
育
室
等
を
２
階
に
設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
、
イ
及
び
カ
の
要
件
に
、
保
育
室
等
を
３
階

以
上
に
設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
か
ら
ク
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

(８
) 

保
育
室
等
を
２
階
に
設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
、
イ
及
び
カ
の
要
件
に
、
保
育
室
等
を
３
階

以
上
に
設
け
る
建
物
は
、
次
の
ア
か
ら
ク
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

ア
 
建
築
基
準
法
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
又
は
同
条
第
９
号
の
３
に
規
定

す
る
準
耐
火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
 

ア
 
建
築
基
準
法
第
２
条
第
９
号
の
２
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
又
は
同
条
第
９
号
の
３
に
規
定

す
る
準
耐
火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
階
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
施
設
又
は
設
備
が
１
以
上
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

イ
 
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
別
表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
階
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
施
設
又
は
設
備
が
１
以
上
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

ウ
 
イ
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
が
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
保
育
室
等
の
各

部
分
か
ら
そ
の
１
に
至
る
歩
行
距
離
が
30
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
 

ウ
 
イ
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
が
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
保
育
室
等
の
各

部
分
か
ら
そ
の
１
に
至
る
歩
行
距
離
が
30
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
 

エ
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
調
理
室
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
エ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
と
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事

業
所
の
調
理
室
の
部
分
が
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は

壁
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
11
2条

第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道
が
、
当
該
床
若
し
く

は
壁
を
貫
通
す
る
部
分
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
部
分
に
防
火
上
有
効
に
ダ
ン
パ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

エ
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
調
理
室
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
エ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
と
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事

業
所
の
調
理
室
の
部
分
が
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は

壁
又
は
建
築
基
準
法
施
行
令
第
11
2条

第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道
が
、
当
該
床
若
し
く

は
壁
を
貫
通
す
る
部
分
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
部
分
に
防
火
上
有
効
に
ダ
ン
パ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

(ア
) 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
 

(ア
) 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
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(イ
) 

調
理
用
器
具
の
種
類
に
応
じ
て
有
効
な
自
動
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
調

理
室
の
外
部
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(イ
) 

調
理
用
器
具
の
種
類
に
応
じ
て
有
効
な
自
動
消
火
装
置
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
調

理
室
の
外
部
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

オ
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃

材
料
で
し
て
い
る
こ
と
。
 

オ
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃

材
料
で
し
て
い
る
こ
と
。
 

カ
 
保
育
室
等
そ
の
他
乳
幼
児
が
出
入
し
、
又
は
通
行
す
る
場
所
に
、
乳
幼
児
の
転
落
事
故
を
防

止
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

カ
 
保
育
室
等
そ
の
他
乳
幼
児
が
出
入
し
、
又
は
通
行
す
る
場
所
に
、
乳
幼
児
の
転
落
事
故
を
防

止
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

キ
 
非
常
警
報
器
具
又
は
非
常
警
報
設
備
及
び
消
防
機
関
に
火
災
を
通
報
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

キ
 
非
常
警
報
器
具
又
は
非
常
警
報
設
備
及
び
消
防
機
関
に
火
災
を
通
報
す
る
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

ク
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
カ
ー
テ
ン
、
敷
物
、
建
具
等
で
可
燃
性
の
も
の
に
つ
い

て
防
炎
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

 

ク
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
カ
ー
テ
ン
、
敷
物
、
建
具
等
で
可
燃
性
の
も
の
に
つ
い

て
防
炎
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
職
員
）
 

（
職
員
）
 

第
44
条
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
は
、
保
育
士
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
又
は
第
16

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
あ

っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
44
条
 
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
は
、
保
育
士
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
又
は
第
16

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
搬
入
す
る
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
あ

っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
保
育
士
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
以
上
と

す
る
。
た
だ
し
、
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
１
に
つ
き
２
人
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

２
 
保
育
士
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
以
上
と

す
る
。
た
だ
し
、
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
１
に
つ
き
２
人
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
15
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
20
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
25
人
に
つ
き
１
人
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人
 

３
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
 

 

（
職
員
）
 

（
職
員
）
 

第
47
条
 
事
業
所
内
保
育
事
業
（
利
用
定
員
が
19
人
以
下
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
「
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
「
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
は
、
保
育
士
そ
の
他
保
育
に
従
事

す
る
職
員
と
し
て
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の

機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
育
従
事
者
」
と
い

う
。
）
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託

す
る
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を

第
47
条
 
事
業
所
内
保
育
事
業
（
利
用
定
員
が
19
人
以
下
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
「
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
「
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
は
、
保
育
士
そ
の
他
保
育
に
従
事

す
る
職
員
と
し
て
教
育
委
員
会
が
行
う
研
修
（
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の

機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。
）
を
修
了
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
育
従
事
者
」
と
い

う
。
）
、
嘱
託
医
及
び
調
理
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
調
理
業
務
の
全
部
を
委
託

す
る
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
又
は
第
16
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
搬
入
施
設
か
ら
食
事
を
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改
正
後
 

改
正
前
 

搬
入
す
る
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

搬
入
す
る
小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
保
育
従
事
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
に

１
を
加
え
た
数
以
上
と
し
、
そ
の
半
数
以
上
は
保
育
士
と
す
る
。
 

２
 
保
育
従
事
者
の
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
に

１
を
加
え
た
数
以
上
と
し
、
そ
の
半
数
以
上
は
保
育
士
と
す
る
。
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(１
)・

(２
) 

（
略
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
15
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(３
) 

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
 
お
お
む
ね
20
人
に
つ
き
１
人
（
法
第
６
条
の
３
第

12
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
25
人
に
つ
き
１
人
 

(４
) 

満
４
歳
以
上
の
児
童
 
お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人
 

３
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
 

 

別
表
第
１
（
第
28
条
、
第
43
条
関
係
）
 

別
表
第
１
（
第
28
条
、
第
43
条
関
係
）
 

階
 

区
分
 

施
設
又
は
設
備
 

（
略
）
 

４ 階 以 上 の 階
 

常
用
 

１
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
各
号
に
規
定
す
る

構
造
の
屋
内
階
段
 

２
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
構
造
の
屋
外
階
段
 

避
難 用
 

１
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
各
号
に
規
定
す
る

構
造
の
屋
内
階
段
（
た
だ
し
、
同
条
第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
階
段

の
構
造
は
、
建
築
物
の
１
階
か
ら
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
階
ま
で
の
部

分
に
限
り
、
屋
内
と
階
段
室
と
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
（
階
段
室
が
同
条

第
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
構
造
を
有
す
る
場
合
を
除
き
、
同
号
に
規
定
す
る

構
造
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
通
じ
て
連
絡
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
同

条
第
３
項
第
３
号
、
第
４
号
及
び
第
10
号
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。
）
 

２
 
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
屋
外
傾
斜
路
 

３
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
構
造
の
屋
外
階
段
 

 

階
 

区
分
 

施
設
又
は
設
備
 

（
略
）
 

４ 階 以 上 の 階
 

常
用
 

１
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
以
上
各
号
に
規
定

す
る
構
造
の
屋
内
階
段
 

２
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
構
造
の
屋
外
階
段
 

避
難 用
 

１
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
各
号
に
規
定
す
る

構
造
の
屋
内
階
段
（
た
だ
し
、
同
条
第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
階
段

の
構
造
は
、
建
築
物
の
１
階
か
ら
保
育
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
階
ま
で
の
部

分
に
限
り
、
屋
内
と
階
段
室
と
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
（
階
段
室
が
同
条

第
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
構
造
を
有
す
る
場
合
を
除
き
、
同
号
に
規
定
す
る

構
造
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
通
じ
て
連
絡
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
同

条
第
３
項
第
３
号
、
第
４
号
及
び
第
10
号
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。
）
 

２
 
建
築
基
準
法
第
２
条
第
７
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
の
屋
外
傾
斜
路
 

３
 
建
築
基
準
法
施
行
令
第
12
3条

第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
構
造
の
屋
外
階
段
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報告第６号 教育部 各課 

令和６年 10 月 24 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 １件 

生涯学習課 ２件 

文化課 ５件 

子ども家庭支援課 ４件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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学
校
教
育
課

 

 

 

  

生
涯
学
習
課

 

  

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
親

と
子

の
心

の
健

康
ま

つ
り

実
行

委
員

会
飯

田
　

俊
穂

子
ど

も
た

ち
の

成
長

発
達

や
心

の
健

康
の

学
び

や
体

験
の

機
会

を
広

く
市

民
の

皆
様

へ
周

知
し

た
い

と
考

え
る

た
め

9
/2

0
令

和
６
年

11
月

４
日

（月
）

N
P

O
法

人
長

野
県

子
ど

も
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

昨
今

増
加

し
て

い
る

不
登

校
を

は
じ

め
子

ど
も

た
ち

を
と

り
ま

く
環

境
に

対
し

、
子

供
た

ち
の

成
長

発
達

や
心

の
健

康
の

た
め

の
学

び
の

場
や

子
ど

も
た

ち
の

体
験

の
場

の
提

供
の

た
め

。

講
演

、
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

、
自

律
神

経
チ

ェ
ッ

ク
、
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
体

験
、
子

育
て

医
療

相
談

、
こ

ど
も

の
遊

び
場

な
ど

〇
-

-

基
準

第
３
条

第
２
項

及
び

基
準

第
４

条
第

２
号

に
よ

り
可

■
第

７
回

安
曇

野
「
親

と
子

の
こ

こ
ろ

の
健

康
ま

つ
り

」
主

催
：
安

曇
野

親
と

子
の

心
の

健
康

ま
つ

り
実

行
委

員
会

専
決

日
:令

和
6
年

10
月

1日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

穂
高

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

協
会

土
屋

　
善

成

ジ
ュ

ニ
ア

の
部

は
、
安

曇
野

市
内

の
小

中
学

生
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

・
健

全
育

成
の

た
め

に
重

要
な

大
会

で
す

。
9
/1

2
令

和
６
年

10
月

13
日

（日
）・

1
4
日

（
月

）
穂

高
総

合
体

育
館

・
穂

高
東

中
学

校
テ

ニ
ス

コ
ー

ト

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

を
通

し
て

体
力

の
向

上
・相

互
の

親
睦

を
は

か
り

、
活

力
あ

ふ
れ

る
健

康
で

生
き

生
き

と
し

た
生

活
の

実
現

に
寄

与
す

る
た

め
。

競
技

種
目

：ダ
ブ

ル
ス

　
一

般
男

女
、
ジ

ュ
ニ

ア
男

女
の

部 競
技

方
法

：予
選

リ
ー

グ
戦

、
決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
戦

参
加

料
：種

目
ダ

ブ
ル

ス
　
一

人
当

た
り

　
一

般
1,

5
0

0
円

、
小

中
学

生
7
0

0
円

○
‐

‐

基
準

第
３
条

第
２
項

及
び

基
準

第
４

条
第

２
号

に
よ

り
可

■
第

4
5

回
穂

高
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
協

会
長

杯
争

奪
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
大

会
主

催
：
穂

高
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
協

会

専
決

日
:令

和
6

年
9

月
18

日
結

果
(○

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

松
本

友
の

会
阿

部
　

百
合

子

人
生

10
0

年
時

代
を

む
か

え
、
健

康
で

い
き

い
き

と
暮

ら
す

た
め

に
大

豆
を

取
り

入
れ

た
食

生
活

と
、
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

立
て

る
こ

と
は

生
涯

学
習

に
つ

な
が

り
、
広

め
た

い
。

9
/1

3
令

和
６
年

11
月

3
0

日
（土

）
堀

金
公

民
館

　
会

議
室

１

健
康

で
い

き
い

き
と

暮
ら

す
た

め
に

栄
養

価
の

高
い

大
豆

を
食

卓
に

取
り

入
れ

る
知

恵
と

工
夫

と
、
ま

た
、
こ

れ
か

ら
10

年
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

を
考

え
、
家

庭
や

社
会

が
豊

か
に

く
ら

せ
る

よ
う

広
め

た
い

。

健
康

で
い

き
い

き
と

く
ら

す
た

め
に

は
食

事
が

大
切

、
地

産
地

消
の

大
豆

を
取

り
入

れ
た

食
事

と
、
若

い
人

に
も

す
す

め
た

い
レ

シ
ピ

の
話

、
我

が
家

の
こ

れ
か

ら
の

10
年

さ
き

の
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
を

考
え

よ
う

。

○
‐

‐

基
準

第
３
条

第
２
項

及
び

基
準

第
４

条
第

２
号

に
よ

り
可

■
2

0
2

4
年

 松
本

友
の

会
 安

曇
野

地
区

 家
事

と
家

計
の

講
習

会
 

主
催

：
松

本
友

の
会

専
決

日
:令

和
6

年
9

月
17

日
結

果
(○

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)
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文
化
課

 

    

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

あ
づ

み
野

秋
香

会
　
会

長
　
塩

野
　

貞
夫

安
曇

野
市

内
及

び
近

隣
の

市
民

に
見

て
い

た
だ

き
、
社

会
情

操
教

育
と

観
光

、
文

化
の

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
、
広

く
周

知
す

る
た

め
。

9
/
9

令
和

6
年

11
月

1日
（金

）
～

11
月

17
日

（日
）

穂
高

神
社

境
内

作
品

を
一

堂
に

展
示

し
、
そ

の
優

雅
さ

を
競

い
、
市

民
と

の
交

流
を

深
め

、
観

光
と

文
化

の
向

上
に

寄
与

す
る

。
会

員
等

に
よ

る
菊

花
の

展
示

と
、
品

評
会

お
よ

び
審

査
会

、
表

彰
式

。
〇

〇
〇

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

4
5

回
あ

づ
み

野
菊

花
品

評
会

主
催

：
あ

づ
み

野
秋

香
会

専
決

日
:令

和
6

年
9

月
13

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

う
し

や
ま

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

ス
ク

ー
ル

　
牛

山
孝

介

成
相

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
の

教
室

に
通

う
生

徒
も

参
加

す
る

発
表

会
を

多
く

の
方

に
聞

い
て

い
た

だ
き

、
音

楽
文

化
の

振
興

に
寄

与
し

た
い

。

9
/1

7
令

和
6
年

11
月

2
日

(土
)

松
本

市
音

楽
文

化
ホ

ー
ル

日
頃

の
練

習
の

成
果

を
発

表
す

る
機

会
と

し
て

、
発

表
会

を
行

う
。

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

演
奏

会
〇

-
-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

3
6

回
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
演

奏
会

主
催

：
う

し
や

ま
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
ス

ク
ー

ル

専
決

日
:令

和
6
年

9
月

2
5

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

長
野

県
図

書
館

協
会

安
曇

野
支

部
　
唐

沢
　
信

好

安
曇

野
市

全
小

中
学

校
17

校
で

の
学

校
図

書
教

育
に

関
わ

る
取

り
組

み
と

な
る

た
め

。
ま

た
、
授

業
研

究
会

で
県

教
委

の
指

導
主

事
を

お
招

き
し

て
指

導
を

受
け

る
た

め
。

9
/2

4
令

和
6
年

10
月

2
8

日
(月

)
穂

高
南

小
学

校
、
穂

高
東

中
学

校
本

研
究

大
会

に
お

い
て

、
学

校
図

書
館

の
役

割
や

、
こ

れ
か

ら
の

学
校

図
書

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

学
び

あ
う

。
小

中
学

校
で

の
公

開
授

業
・授

業
研

究
会

及
び

講
演

会
-

-
-

R
2
に

承
認

あ
り 基

準
第

3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
令

和
６

年
度

　
中

信
地

区
図

書
館

教
育

研
究

大
会

（
安

曇
野

支
部

）
主

催
：
長

野
県

図
書

館
協

会

専
決

日
:令

和
6
年

10
月

1日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

「
ホ

ッ
と

」演
奏

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

協
会

　
代

表
　
牛

山
　

孝
介

多
く

の
方

に
コ

ン
サ

ー
ト

へ
お

越
し

い
た

だ
き

、
音

楽
文

化
の

振
興

に
寄

与
し

た
い

。
9
/3

0
令

和
7
年

1月
13

日
(月

)
松

本
市

庄
内

　
庄

内
地

区
公

民
館

　
大

会
議

室

子
連

れ
で

コ
ン

サ
ー

ト
へ

行
け

な
い

方
や

、
小

さ
い

お
子

さ
ん

が
い

て
夜

の
コ

ン
サ

ー
ト

へ
行

け
な

い
方

の
為

に
昼

間
コ

ン
サ

ー
ト

を
行

い
、
音

楽
に

触
れ

て
ほ

し
い

。
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
＆

ピ
ア

ノ
デ

ュ
オ

コ
ン

サ
ー

ト
〇

〇
〇

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

５
５

回
　
わ

く
わ

く
キ

ッ
ズ

コ
ン

サ
ー

ト
主

催
：
「
ホ

ッ
と

」
演

奏
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

会

専
決

日
:令

和
6

年
10

月
8

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)
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種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

穂
高

神
社

宮
司

　
保

尊
　
勉

一
般

市
民

へ
の

芸
術

文
化

の
向

上
・啓

発
の

た
め

。
ま

た
、
展

覧
会

を
多

く
の

市
民

に
周

知
す

る
た

め
。

10
/
10

令
和

７
年

１月
１日

（
水

）
～

３
日

（
金

）
穂

高
神

社
参

集
殿

穂
高

に
は

、
故

髙
橋

節
郎

先
生

を
は

じ
め

、
多

く
の

工
芸

作
家

の
活

動
を

通
し

て
一

般
へ

の
芸

術
文

化
の

向
上

、
啓

発
を

行
う

。

穂
高

を
拠

点
と

す
る

工
芸

作
家

約
2
0

名
に

よ
る

作
品

の
展

示
。

入
場

料
：無

料
〇

〇
-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2

号
に

よ
り

可

■
第

3
7

回
　
秘

め
た

る
穂

高
の

工
芸

作
家

二
十

人
展

主
催

：
穂

高
神

社

専
決

日
:令

和
6
年

10
月

10
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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こ
ど
も
家
庭
支
援
課

 

    

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

宮
城

復
興

支
援

セ
ン

タ
ー

　
セ

ン
タ

ー
長

屋
敷

　
里

菜

復
興

支
援

、
国

際
交

流
促

進
、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

子
ど

も
た

ち
の

心
の

ケ
ア

等
を

目
的

と
し

た
事

業
で

あ
る

た
め

8
/
8

令
和

６
年

11
月

2
日

（土
）

か
ら

令
和

７
年

３
月

2
3

日
（日

）の
間

に
１泊

２
日

の
キ

ャ
ン

プ
を

４
回

予
定

（詳
細

別
紙

）

国
立

信
州

高
遠

青
少

年
自

然
の

家
、
国

立
妙

高
青

少
年

自
然

の
家

、
山

梨
県

立
八

ヶ
岳

少
年

自
然

の
家

東
日

本
大

震
災

・全
国

各
地

災
害

に
よ

る
仮

設
住

宅
入

居
児

童
・避

難
所

入
所

児
童

及
び

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
子

ど
も

た
ち

の
心

の
ケ

ア
支

援
の

一
助

、
災

害
の

風
化

防
止

及
び

災
害

の
危

機
意

識
向

上
及

び
防

災
意

識
向

上
、
国

際
交

流
・多

文
化

共
生

・小
学

校
外

国
語

活
動

促
進

国
際

交
流

キ
ャ

ン
プ

参
加

料
　
2

7
，
3
0

0
円

/人
〇

〇
-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
第

2
号

に
よ

り
可

■
国

際
交

流
＆

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
キ

ャ
ン

プ
主

催
：
宮

城
復

興
支

援
セ

ン
タ

ー

専
決

日
:令

和
6

年
9

月
17

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

リ
ト

ル
リ

ー
グ

信
越

連
盟

中
南

信
ブ

ロ
ッ

ク
　
　

理
事

長
　
矢

口
　

正
信

越
連

盟
中

南
信

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

の
開

催
地

で
あ

り
、
市

民
含

め
多

く
の

方
に

少
年

野
球

に
理

解
を

頂
く

と
共

に
子

供
た

ち
の

健
全

育
成

に
つ

な
げ

た
い

。
又

、
安

曇
野

市
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

振
興

の
一

助
と

し
た

い
。

9
/1

7
令

和
６
年

10
月

６
日

(日
)、

1
3
日

(日
)（

予
備

日
14

日
(祝

月
)）

高
家

ス
ポ

ー
ツ

広
場

（安
曇

野
市

）、
平

瀬
野

球
場

（
松

本
市

）

新
チ

ー
ム

と
な

り
、
信

越
連

盟
内

の
各

チ
ー

ム
の

実
力

を
競

い
合

う
こ

と
で

信
越

連
盟

の
ト

ッ
プ

を
決

め
る

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

大
会

信
越

連
盟

（東
北

信
４

チ
ー

ム
、
中

南
信

４
チ

ー
ム

、
新

潟
１チ

ー
ム

）
９
チ

ー
ム

に
よ

る
リ

ー
グ

戦
＆

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

大
会

-
〇

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
第

2
号

に
よ

り
可

■
第

4
9
回

リ
ト

ル
リ

ー
グ

信
越

連
盟

秋
季

大
会

兼
第

4
9
回

産
経

新
聞

社
・サ

ン
ケ

イ
ス

ポ
ー

ツ
旗

争
奪

戦
兼

第
３
回

ラ
イ

オ
ン

ズ
旗

争
奪

戦
主

催
：
リ

ト
ル

リ
ー

グ
信

越
連

盟
中

南
信

ブ
ロ

ッ
ク

専
決

日
:令

和
6
年

9
月

2
0

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

安
曇

野
卓

球
連

盟
　
小

野
樹

佳

卓
球

競
技

を
通

じ
体

力
の

向
上

と
ス

ポ
ー

ツ
振

興
を

図
り

、
ま

た
、
地

域
の

活
性

化
の

向
上

に
貢

献
で

き
る

こ
と

か
ら

、
教

育
委

員
会

の
後

援
を

必
要

と
す

る
。

9
/1

3
令

和
６
年

10
月

2
0

日
（日

）
穂

高
総

合
体

育
館

卓
球

競
技

を
通

じ
て

地
域

の
融

和
と

交
流

を
図

る
と

共
に

、
卓

球
技

術
の

向
上

と
親

睦
を

深
め

る
。

中
信

地
区

の
小

学
校

・高
校

生
を

対
象

に
、
シ

ン
グ

ル
ス

を
男

女
別

予
選

リ
ー

グ
～

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

方
式

で
実

施
す

る
。

-
-

-

基
準

第
３
条

第
２
項

に
よ

り
可

令
和

２
年

度
後

援
あ

り

■
第

3
1
回

「
ジ

ュ
ニ

ア
安

曇
野

卓
球

選
手

権
」
（
小

学
生

・
高

校
生

）
主

催
：
安

曇
野

卓
球

連
盟

専
決

日
:令

和
6
年

9
月

2
0

日
結

果
(〇

)
専

決
の

理
由

(過
去

承
認

)

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

A
z
u

m
in

o
.光

の
ペ

ー
ジ

ェ
ン

ト
実

行
委

員
会

　
小

林
　

祐
介

市
民

自
ら

に
よ

る
、
子

供
た

ち
に

夢
と

希
望

を
与

え
、
心

を
育

む
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

広
く

周
囲

す
る

た
め

。
10

/7
令

和
６
年

12
月

７
日

(土
)

～
令

和
７
年

１
月

3
1日

(金
)

安
曇

野
の

里
特

設
会

場

子
供

た
ち

に
夢

と
希

望
を

与
え

る
と

共
に

、
地

域
の

活
性

化
と

観
光

地
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

、
市

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

手
作

り
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

。
会

場
内

の
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
点

灯
○

○
○

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
第

2
号

に
よ

り
可

■
2

0
2

4
.A

z
u
m

in
o
.光

の
ペ

ー
ジ

ェ
ン

ト
主

催
：
A

z
u
m

in
o
.光

の
ペ

ー
ジ

ェ
ン

ト
実

行
委

員
会

専
決

日
:令

和
6
年

10
月

10
日

結
果

(〇
)

専
決

の
理

由
(過

去
承

認
)
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報告第７号 

 

令和６年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

１ 学校教育課 
教育総務係・教育指導室・学校教育担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

教育振興基本計画 

１ 10/7（月）開催の教育振興基本計画策定検討委

員会において、7 月に実施した児童生徒及びそ

の保護者にアンケートを行った結果を提示。 

 計画の骨子案を提示。 

１ 第３回策定委員会 

 ・11/21（木）開催予定 

学校保健事業 
１ 第 41 回長野県歯科保健大会第４回打合せ会議 

 ・10/17（木）豊科南小 

１ 第 41 回長野県歯科保健大会 

・10/31（木）豊科南小 

就学時健診業務 

１ 就学時健康診断 

 ・9/26（木）穂高南・穂高西小 

 ・10/10（木）穂高北・明南小・明北小 

           以上穂高会館合同実施 

 ・10/22（火）豊科南小 

１ 就学時健康診断 

 ・11/6（水）三郷小 

 ・11/15（金）堀金小 

 ・11/20（水）豊科東小 

 ・11/27（水）豊科北小 

 

就学援助事務 

１ 就学援助 

 ・調査に基づく支給額等変更 

 

２．特別支援教育就学奨励費認定 

 ・認定審査 

１ 就学援助 

 ・修学旅行費支給に係る調査 

 ・10/23（水）前期支給 

２．特別支援教育就学奨励費 

 ・前期支払に係る調査 

 ・調査に基づく支給額等変更 

 ・11/6（水）前期支給 

 

GIGA スクール 

１ ICT 支援員 

 ・各学校への ICT 支援訪問 

 

２ ICT 教育推進委員会 

 ・10/22（火）学校代表者会（オンライン開催） 

  情報モラル啓発の取組み状況等、学校間の情報

共有を実施 

１ ICT 支援員 

 ・各学校への ICT 支援訪問 

 

２ ICT 教育推進委員会 

 ・11/6（水）信濃小中学校視察 

 ・11/28（木）穂高北小学校での 

  授業公開に向けた準備 

 

コミュニティスクール

事業 

１ 堀金地域教育関係者連絡会 

 ・10/22（火） 

１ 学校運営協議会運営支援 

 

学校安全 

１ 学校安全支援事業 

 ・防災アドバイザーによる学校訪問 

  10/23（水）三郷中学校 

（避難訓練等参観・講評） 

２ 交通事故０プロジェクト 

 ・9/21（土）～10/20（日） 

 

１ 通学路合同点検 

 ・11 月初旬～11 月下旬 

 

 

２ 交通事故０プロジェクト実施に

よる児童生徒、保護者向けクイズ

の集計・成果報告 11 月下旬予定 

 

小規模特認校制度 

１ 小規模特認校制度 

 ・学校見学等申込期限（9/30(月)） 

 ・小規模特認校入学、転校手続期限(10/11(金)) 

 

１ 小規模特認校制度 

 ・令和７年度転入学手続終了 
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不登校支援 

１ 教育施設連携促進コーディネーターの活動状況 

・民間施設等訪問件数 ７件 

 ・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒

の状況把握、情報交換 ６校 

・9/30（月） 中信教育事務所 不登校支援機関

連携推進員との情報交換会 

・10/17（木） 中学生キャリアフェスティバル（民間

施設を利用する児童生徒の参加フォロー等） 

・10/18（金） 民間施設 保護者の会参加 

１ 市内の施設を定期訪問 

・市外にて不登校支援等を実施

する施設にも随時訪問 

・11/15（金）現役高校生との座

談会。不登校対策推進チーム

連絡会にて（予定） 

 

キャリア教育 

１ 中学生キャリアフェスティバル 

・パンフレットの送付、各校事前学習開始 

・第２回生徒実行委員会（10/10(木)） 

本番に向けて打ち合わせ 

・中学生キャリアフェスティバル（10/17(木)） 

 

２ 明科三校キャリア教育の推進 

 ・明科地区３校校長会（10/7(月)） 

 

１ 中学生キャリアフェスティバル 

・第３回生徒実行委員会 

（11/１(金)） 次年度に向けた

成果と課題の共有 

・事業所キャリアフェスティバル

まとめの会（１１月中旬） 

２ 明科三校キャリア教育の推進 

  ・研究主任会（10/25(金)） 

  ・明科地区３校小中連携推進

委員会（11/11(月)） 

 

 

 

２ 学校給食課 

学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

 

給食センター総務費 １ 給食センター更新計画策定事務 

２ 地産地消の取組み 

 

地産地消の取組み 

 

学校給食費会計公

会計事業 
１ 令和６年度給食費第 5 期振替 （9/30（月）） 

２ 令和６年度給食費第 6 期振替 （10/31（木）） 

 

〇令和 6 年度給食費 

小学校 320 円/食 

（うち保護者負担 280 円） 

中学校 375 円/食 

（うち保護者負担 330 円） 

 

 

各給食センター管理

運営事業 

１ 所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提

供できるように、施設及び調理環境の整備の実

施（各センター） 

２ 栄養士の学校訪問（各センター） 

３ 中村屋カリーの日（10/10(木)） 

 

 

 

 

堀金給食センター設

備更新事業 

１ 堀金給食センター給食提供開始（10/４(金)） 
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３ 生涯学習課  
社会教育係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

中央公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 安曇野アカデミー（第１回目）  

『木下尚江 社会運動とその人生』 

・開催日：10/29（火）～12/10（火） 

午後７時～８時 30 分、穂高交流学習センター他 

２ 第３回安曇野市総合芸術展実行委員会 

 ・11/11（月）午後１時 30 分～午後３時 

  306 会議室 ※終了後、公民館長・主事会議 

３ 第２回安曇野市公民館運営審議会 

 ・11/13（水）午後１時 30 分～、大会議室東 

○全５回 定員 70 名 

 

 

 

○開催：令和７年３/６ 

(木)～３/14(金)、 

豊科交流学習センター

「きぼう」 

豊科生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

 

 

１ 地域文化祭 

 ・10/25（金）～11/10（日） 

  豊科公民館・豊科交流学習センター「きぼう」 

 

穂高生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

 

 

１ 地域文化祭 

 ・10/11（金）～11/17（日） 

  穂高会館・穂高神社 

 

三郷生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

 

 

 

１ 地域文化祭 

・10/12（土）～11/15（金）  

三郷公民館ロビー・三郷交流学習センター「ゆりの 

き」・三郷中学校講堂 

 

 

堀金生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

 

 

１ 地域文化祭 

 ・11/１（金）～11/17（日）   

  堀金総合体育館・拾ケ堰周辺コース 

 

明科生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

 

 

１ 地域文化祭 

・11/１（金）～11/３（日） 

明科公民館 
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４ 文化課 

文化振興担当 

事業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

1.安曇野AIR2024 

・展示 

東京藝大 安曇野AIR 「ROOT ROOT ROOT」 

10/10（木）～10/22（火）みらい、髙橋節郎記念美術館 

・ワークショップ 

布下翔碁：９/25（水）豊科東小 グラウンドの土で作った粘

土で造形、10/７（月）野焼き 

10/12（土）ギャラリートーク 

 

 

 

 

 

 

 

2.東京藝大交流事業 

10/12～10/14 

楽器演奏指導：堀金・明科・豊科北・穂高西中参加  

コンサート：10/14 穂高会館 

 

3.熊井啓顕彰事業 

・熊井啓映画上映会「日本の黒い夏 冤罪」 

 ９/28（土）豊科公民館ホール 入場者数171名 

 

4.ミュージアム活性化事業 

・美術館博物館年間予定表 

 小中学生を同伴した保護者の入館料を無料とするパスポー

トの発行(全児童・生徒へ配布) 

８月利用者84人、９月利用者７人 

・市立美術館・博物館無料開館 

10/５（土） 235名・10/６（日） 220名 

 

5. ０歳からのミニコンサート 

 

・第２回 11/８（明科公民館） 

6.日南由紀子ピアノアウトリーチ 三郷小学校 

10/21(月)・10/22(火) 

コンサート 10/22(火) 参加対象：６年生 

 

文化団体補助事

業 

1.『安曇野文化』刊行 

・第３回編集委員会 10/18（金） 

・第53号（秋号）10/31発行 

2.ちくに生きものみらい基金充当事業 

・10/ ７（月）三郷小３年 大王わさび農場 外 

・10/16（水）豊科東小３年 田淵行男記念館 外 

・10/28（月）豊科東小５年 田淵行男記念館 外 

・10/29（火）堀金小１年 国営アルプスあづみの公園 

・11/６（水）明北小学校 明

科水産試験場 外 

文化振興総務 
1.博物館協議会 

・第２回 10/29日(火)10:00～本庁舎301 

 

指定管理施設の

事業 

1.豊科近代美術館 

・小林邦展―純粋な線の軌跡― 

 ９/20(金)～10/20(日) ゆりのき 

・高橋節郎記念美術館 

北穂高芸術展  

10/26（土）～11/24（日） 

髙 橋 節 郎 記 念

美術館 空調設

備等改修工事 

受 注 者：株式会社 中部水工 

工事期間：９/17(火)～R７ ３/21(金) 

休館期間：12/２（月） 

～R７ ３月下旬 
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博物館担当 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館教

育普及事業 

１ 夏季企画展「絵図から何がわかるか！」 

・会期：７/27(土)～９/23(月・祝) 参加者:937 人 

 企画展関連イベント 

・講座「古地図をもってムラを歩こう」 

 期日:９/22(日) 雨天中止 

 

新市立博物館準備

事業 

１ 第３回安曇野市新市立博物館整備方針検討委員会 

期日:10/７(月) 

１ 博物館施設視察 

・期日:10/31(木) 

貞享義民記念館教

育普及事業 

１ 白鳥写真愛好会展 

・会期：９/14(土)～９/23(月・祝) 参加者:182 人 

２ 2024 Azumino×Kyoto Art Project 夏展 

・会期：９/23(月・祝)～10/１(火) 参加者:164 人 

３ 風景油彩画展 

・会期：10/９(水)～10/24(木) 

４ 人権・平和研修（満蒙開拓平和記念館） 

・期日：10/11(金) 

１ くらふとのわ・笑・和展 

・会期：10/27(日) 

～11/４(月・祝) 

文書館施設運営管

理事業 

１ 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 55,140 点、地域資料 55,012 点(９月末現在) 

(９月新規点数/公文書 182 点、地域資料０点) 

 

市誌編さん事業 
１ 安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会） 

・期日：10/15(火) 

 

文書館教育普及事

業 

１ 後期企画展関連企画 

文書館講演会「森鴎外研究者山崎一頴氏を悼む 

『安曇野』に見る川井訓導事件」 

・期日：10/20（日） 

 

文化財保護係 

事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

文化財保全事業 
１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

・策定支援業者と打ち合わせ（随時） 

・市民向けワークショップ

の実施 

（10/12,10/26,11/９） 

埋蔵文化財発掘

調査事業 

１ 国道19号の歩道拡幅に伴う明科遺跡群明科廃寺に係

る長野国道事務所との保護協議 
・発掘調査 11月～ 

図書館係 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

中央図書館 

１ 映画上映会 「知られざる大英博物館 第３集」 

 ・10/11（金） みらい  午後６時～ 

２ 読み聞かせグループ発表会 

 ・11/７（木）  みらい  午前９時～ 

１ 映画上映会 

 「ずっと助けてと叫んで

た」 

 ・11/８（金） みらい 

  午後６時～ 

豊科図書館 

１ 秋の映画上映会 「流浪の月」 

 ・10/11（金） みらい  午後６時～ 

 ・バリアフリー日本語字幕付き 

 

堀金図書館 
１ わくわく講座 「いろんな紙で遊ぼう！」 

 ・10/13（日） 堀金公民館  午前10時～ 

 

三郷図書館 

１ 三郷図書館講座③ 

  「郷土講座 下長尾の歩み」 

 ・11/７（木）  きぼう  午前10時30分～ 

 ・講師 

 

明科図書館 
１ ひまわり講座① 「やさしいフィットネス！」 

 ・10/11（金）  ひまわり  午前10時30分～ 
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５ 子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童クラブ整備

事業 

１ 教室改修工事等の進捗状況 

・豊科東小児童クラブ 被服室改修工事 実施中  

７月～10月 

・明南小児童クラブ 普通教室改修工事 実施中 

７月～11月 

 

第３次安曇野市

子ども・子育て支

援事業計画策定

業務 

１ 子ども・子育て会議 

・９/30（月） 午後１時 30 分～本庁舎３階 全員協議

会室 

１ 子ども・子育て会議 

・11/12（火）午後１時 30 分 

本庁舎３階 全員協議会室 

 

こども計画策定

業務 

１ こども計画策定検討会議 

・９/30（月） 午後３時 30 分～ 本庁舎３階 全員協議

会室 

１ こども計画策定検討会議 

・11/12（火）午後３時 30 分 

本庁舎３階 全員協議会室 

黒沢洞合自然公

園整備事業 

１ 実施設計業務 

・履行期間 ３月～11月（部分（土木）完了済） 

２ 工事契約入札予定  

・11 月上旬 

 

ファミリーサポ

ート事業 

１ ファミサポ協力会員養成講座（前期） 

・10/23（水）堀金老人福祉センター  

午前９時～（全５回 24 時間講習） 

 

子育て給付係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童手当 

制度改正 

１ 10 月支払の通知（ハガキ）裏面を使用して制度改正

について周知するとともに、制度改正により申請が必

要な方に申請を促す 

・対象 約 6,000 件 

１ 制度改正度の初回支給で

ある 12 月までに申請を促

すとともに審査・入力処理

を実施する 
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児童青少年係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童館運営事業 １ 児童クラブ令和７年度申請受付 

・９/24（火）～10/18（金） 

 

豊科児童館整備

事業 

１ 豊科中央児童館建設事業新築工事安全祈願祭、起工式 

・10/８（火）10 時 

１ 豊科中央児童館 建築工

事 

・令和７年９月まで 

青少年育成環境

整備事業 

１ 県青少年補導委員会会長・センター長等研修会 

・10/９（水）須坂市役所 午後１時 15分 

１ 第３回市青少年センター

運営委員会 

・10/25（金）共用会議室 306 

午後１時 30 分 

 

２ 中信４市青少年補導セン

ター連絡会議 

・10/31（木）松本市立博物館 

午後２時 

 

３ 「子ども・若者育成支援

強調月間」啓発活動（街頭

啓発） 

・11/１（金）ＪＲ豊科、穂高、

明科駅前 午前７時 

 

４ 県青少年健全育成県民大 

会  

・11/２（土）中野市市民会館 

午後１時 

 

５ 第２回学校・警察連絡協

議会 

・11/５(火)堀金公民館 午後

２時 

青少年体験事業 １ 信大不破先生と学ぶ子どもプログラミング体験 

・（第３回目）９/21（土）401 会議室 午前９時 30 分 

 

２ 子ども文化祭ステージ発表代表者会議 

・10/８（火）共用会議室 305 午後２時 

１ 親子プログラミング教室 

・10/26（土）、27（日）、 

 11/９（土）、10（日） 

大会議室 各午前の部 10 時、

午後の部１時 

 

２ 市子ども学芸クラブ第２

回会議 

・11/８（金）共用会議室 307 

午後２時 

 

３ 子ども文化祭 

・11/16（土）～23（土）穂高

交流学習センター「みらい」 

 ステージ発表は 11/23（土） 
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子ども会育成会

支援事務 

１ 市子ども会育成会連合会第３回常任委員会 

・10/３（木）共用会議室 305 午後７時 

 

２ 松本地方子ども会育成連絡会 育成者講習会ほか 

・10/５（土）松本市なんなんひろば 午前 10 時 30 分 

 

放課後子ども教

室実施事業 

１ わいわいランド実施 

・毎週水曜日 市内 10 小学校 

 

２ 市放課後子ども総合プラン運営委員会 

・10/24（木）大会議室 午後７時 

 

 

子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援事

業 

１ 遊びの教室 

・10 月は９回実施 

こあら（１歳児）穂高（10/７（月）） 

こあら（１歳児）豊科（10/３（木）、10/17（木）、10/21

（月）10/22（火）） 

いるか（２歳児）穂高（10/11（金）、10/16（水）、10/28

（月）、10/29（火）） 

  

２ 発達相談日（親子であっぷっぷ） 

・10 月は５回実施（10/９（水）、10/15（火）、10/23（水）、

10/30（水）） 

 

３ 運動発達相談日（はいはいたっち） 

・10 月は４回実施（10/４（金）、10/10（木）、10/18（金）、

10/25（金）） 

 

４ ことばの相談日 

・10 月は１回実施（10/17（木）） 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・10 月は１回実施（10/31（木）） 

 

６ 子育て学習会 

・10 月は３回実施（10/24（木）、10/28（月）、10/30（水）） 

１ 遊びの教室 

・11 月は９回の実施を予定 

 

 

 

 

 

 

２ 発達相談日 

・11 月は４回の実施を予定 

 

 

３ 運動発達相談日 

・11 月は３回の実施を予定 

 

４ ことばの相談日 

・11 月は２回の実施を予定 

 

５ 親子で遊ぼう教室 

・11 月は１回の実施を予定 

 

６ 子育て学習会 

・11 月は４回の実施を予定 
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６ こども園幼稚園課 

 

保育幼稚園担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

令和７年度入園受付 令和７年度入園受付について 

 

＜新入園児＞ 

期日 令和６年９/19（木）～10/31（木） 

受付 必要書類をこども園幼稚園課窓口または

郵送で提出 

 

＜在園児＞ 

期日 令和６年 10/１（火）～10/18（金） 

受付 通っている園に必要書類を提出 

 

 

 

 

 

 

 

穂高幼稚園フィールド研

修 

穂高幼稚園フィールド研修について 

 

期日 令和６年 10/８（火） 

   ９時～16 時 

内容 園職員による研修 

   県指導主事来園 

 

フィールド研修（県が主催） 

 

11/５（火）穂高幼稚園職員

による園内研修 県指導主

事来園 

 

11/22（金）公開保育 

県内 50 園（各園１名）参加 

参加者による研究協議 

穂高幼稚園創立 70 周年

記念講演 

穂高幼稚園創立 70 周年記念講演について 

 

期日 令和６年 10/９（水） 

   午前９時 20 分から 11 時まで 

内容 穂高幼稚園 創立 70 周年を記念した講演

会 

   絵本作家 まるやま あやこさんによる読

み聞かせとワークショップ 

   ※まるやま あやこさんは、穂高幼稚園卒

園児 

対象 穂高幼稚園に通う園児と保護者 
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